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は
じ
め
に

　
宮
城
県
柴
田
町
は
、
県
域
を
県
都
仙

台
市
で
二
分
し
た
県
南
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
宮
城
県
で
は
唯
一
、
日
本
さ

く
ら
名
所
1
0
0
選
に
選
ば
れ
た「
船

岡
城
址
公
園
」
や「
白
石
川
堤
一
目
千

本
桜
」を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
季
節

の
花
に
彩
ら
れ
る「
花
の
ま
ち
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
口
は
3
万
6

3
4
8
人
、
世
帯
数
は
1
万
6
3
0
3

世
帯
で
す（
令
和
6
年
8
月
末
現
在
）。

　
ま
た
、
柴
田
町
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員（
以
下
、
民
生
委
員
）は
75
人（
う

ち
、
主
任
児
童
委
員
3
人
）
で
す（
令

和
6
年
7
月
2
日
現
在
）。

在
留
外
国
人
の
状
況
や
生
活
課
題
等

　
柴
田
町
の
在
留
外
国
人
数
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
た

時
期
は
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

4（
2
0
2
2
）
年
以
降
、
徐
々
に
増

加
し
て
お
り
、
現
在
は
2
1
0
人
を
超

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、

ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
や
行
政
手
続
き
の

難
し
さ
に
は
、
日
本
語
の
難
し
さ
が
最

も
関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
民

児
協
で
は
、
宮
城
県
国
際
化
協
会
の
協

力
の
も
と
、「
外
国
人
に
や
さ
し
い
日

本
語
」を
学
ぶ
講
座（
以
下
、
同
講
座
）

を
受
講
し
、
在
留
外
国
人
や
外
国
に

ル
ー
ツ
を
も
つ
方
が
た
と
関
わ
る
う
え

で
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
同
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た

背
景
と
し
て
、「
花
の
ま
ち
」
で
あ
る

柴
田
町
に
多
く
の
観
光
客
が
来
日
し
た

り
、
在
留
外
国
人
も
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
方

が
た
が
異
な
る
文
化
や
言
語
の
違
い
な

ど
に
よ
り
地
域
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
よ

う
、
ま
た
何
か
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
れ

ば
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
で
あ
る
民

生
委
員
と
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
い

う
思
い
か
ら
、
令
和
4
年
1
月
に
、
ま

ず
は
本
民
児
協
の
役
員
15
人
が
受
講
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本

民
児
協
の
全
委
員
が
受
講
す
る
必
要
性

を
感
じ
、
令
和
4
年
10
月
に
全
体
研
修

と
し
て
同
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
在
留
外
国
人
の

国
籍
は
、
人
数
が
多
い
順
に
、
中
国
、

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
…
と

い
う
状
況
で
す
。

　
柴
田
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
以
下
、
本
民
児
協
）
と
し
て
は
、
頻

繁
に
外
国
人
と
関
わ
る
機
会
が
多
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
在
留
外
国
人

や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
方
が
た
が
抱

え
る
生
活
課
題
や
困
り
ご
と
は
多
様
で
、

た
と
え
ば
、
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
が
複

雑
で
理
解
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る

と
い
っ
た
悩
み
や
、
行
政
手
続
き
が
煩

雑
で
混
乱
す
る
と
い
っ
た
困
り
ご
と
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
方
が
た
の

見
守
り
や
関
係
づ
く
り
に
向
け
た

意
識
啓
発

　
こ
の
よ
う
な
生
活
課
題
や
日
常
生
活

の
な
か
で
の
困
り
ご
と
は
、
放
っ
て
お

く
と
住
民
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
っ
た
り

し
て
、
社
会
的
な
孤
立
状
態
に
陥
っ
て

特 集

　在留外国人数が増加している状況にあるわが国では、「多
文化共生社会」の実現に向けたさまざまな取り組みがすす
められています。
　民生委員・児童委員（以下、民生委員）においても、地域
のなかで在留外国人や外国にルーツをもつ方がたと関わる
機会が増えており、たとえば、サロン活動等の居場所支援
などをとおし、安心した地域生活ができるような取り組み
もあります。一方、さまざまな課題や背景により、生きづら

さや生活課題を多く抱える方がたも顕在化していることが
うかがえます。
　今後も、さまざまな理由でその方がたが地域から排除さ
れないよう、本号では、とくに、地域の身近な存在である民
生委員が関わるうえで意識したいポイントや、多文化共生
社会の推進に向けた取り組み等について、各地の実践事例
やその取り組みに対する専門家からのコメントをもとに考
察します。

在留外国人や外国にルーツをもつ方がたを
地域で支えるために

宮
城
県 

柴
田
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

在
留
外
国
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
方
が
た
へ
の

見
守
り
や
関
係
づ
く
り
に
向
け
た
意
識
啓
発

事
例
紹
介
①

～～ について
考える多文化共生社会
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同
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
で
、
日
本

語
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
実
際

に
在
留
外
国
人
が
日
本
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
か
で
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
不
安
や
難
し
さ
を
感
じ
て

い
る
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
柴
田
町
に
在
住
す
る
す
べ
て
の

外
国
人
が
日
本
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い

る
と
は
限
ら
ず
、
そ
の
日
本
語
レ
ベ
ル

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
た

ち
が
普
段
使
用
し
て
い
る
日
本
語
を
そ

の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
は
十
分
に
伝
わ

ら
な
い
と
い
っ
た
事
実
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
だ
け
で
も
、
本
民
児
協
内
で
の

意
識
啓
発
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
同
講
座
で
得
た
学
び
を
活
か

し
、
本
年
8
月
に
開
催
し
た
地
域
の
夏

祭
り
に
お
い
て
、
技
能
実
習
等
で
日
本

に
在
留
す
る
20
代
の
ベ
ト
ナ
ム
人
4
人

を
招
待
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム

人
の
方
が
た
は
、
日
中
は
技
能
実
習
先

で
活
動
し
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
の

日
本
語
は
わ
か
り
ま
す
が
、
複
雑
な
言

葉
に
は
難
色
を
示
し
ま
す
の
で
、
わ
か

り
や
す
い
言
葉
の
言
い
換
え（
例
”分

別
“→
”種
類
で
わ
け
る
“な
ど
）
を
意

識
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
人
の
方
が
た
は
、
実
習
先

が
普
段
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
関

わ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
本
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
彼
ら
も
ま
ぎ
れ
も
な
く
地
域
の
一

員
と
し
て
、
今
後
、
何
か
困
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
関
係

性
を
築
け
る
よ
う
、
夏
祭
り
に
誘
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

宮
城
県
全
体
の
意
識
啓
発
へ

　
民
生
委
員
全
員
を
対
象
に
同
講
座
を

行
っ
た
の
は
、
県
内
で
本
民
児
協
が
初

め
て
で
あ
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
本

年
度
、
宮
城
県
民
児
協
と
し
て
も
中
堅

研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
、
宮
城

県
国
際
化
協
会
を
招
き
、「
多
文
化
共

生
社
会
の
推
進
」
や「
や
さ
し
い
日
本

語
」に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
ま
し

た
。

　
ま
た
、
令
和
4
年
度
、
宮
城
県
で
は

民
生
委
員
対
象
の「
多
文
化
共
生
啓
発

ツ
ー
ル
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成

し
て
お
り
、
民
児
協
内
で
積
極
的
に
配

布
し
、
委
員
全
体
の
意
識
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
本
民
児
協
と
し
て
、
今
は
ま
だ
多
く

の
在
留
外
国
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も

つ
方
が
た
と
の
接
点
は
も
て
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
、
た
と
え
ば
、
い
つ
発
生

す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
向
け
た

「
地
域
防
災
訓
練
」
な
ど
、
地
域
の
一

員
と
し
て
参
画
を
求
め
る
場
面
が
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
同
講
座
な
ど
で
得
た
学
び

を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
生
活
を
送
る

な
か
で
何
か
困
り
ご
と
等
が
生
じ
た
時

に
支
え
ら
れ
る
、
見
守
る
こ
と
が
で
き

る
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

特集 在留外国人や外国にルーツをもつ方がたを地域で支えるために

宮城県
柴田町

山形県

岩手県

新潟県

　在留外国人等の困りごとには、「法律・制
度の壁」「言葉の壁」「心の壁」の3つの壁が
あります。そのうち、柴田町民児協の取り
組みは「言葉の壁」を越えていくアプロー
チでした。
　とくに、やさしい日本語講座は、専門団
体である宮城県国際化協会の協力のもと、
まずは民児協の中核的な方がたの理解を得
て、そこから委員全員に啓発していったこ
ともポイントです。
　外国人だから外国語を使わないといけな
いわけではなく、ゆっくり、わかりやすい
日本語を心がけるだけでも、言葉や関わり
方のハードルは下がると思います。
　在留外国人のなかには、日本人と話した
い、接点をもちたいと思ってもそれが簡単
にできない悩みがある方が多くいます。地
域のお祭りや防災訓練など、町ぐるみの取
り組みにぜひ参加を促していただき、そこ
で、やさしい日本語の活用を行ってくださ
い。そうすることで、「言葉の壁」を越え、「心
の壁」をも解消することにつながるもので
あると感じています。

◆専門家からのコメント

NPO法人 国際活動市民中心
コーディネーター 新居 みどり 氏

●�外国人等の支援に20年近く携わる
●�現任の民生委員・児童委員（東京都三鷹市）

ここが活動の
ポイント!
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事
例
紹
介
②

ン
が
と
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
課
題
意

識
は
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、な
か
な
か

関
わ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、在
留
外
国
人
、さ
ら
に
は
外

国
人
の
高
齢
者
も
増
え
て
く
る
な
か
で
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委

員
）と
し
て
、そ
の
方
が
た
の
悩
み
に

寄
り
添
え
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、い
き
な
り

そ
の
方
が
た
に
直
接
訪
問
し
た
り
、支

援
を
す
る
の
は
壁
が
あ
る
の
で
、ま
ず

は
、何
か
敷
居
が
低
い
か
た
ち
で
関
わ

り
、信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
模
索
し

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、こ
の
よ
う
な
課
題
意
識
を
、

長
浜
市
民
国
際
交
流
協
会
、長
浜
市
社

会
福
祉
協
議
会（
以
下
、長
浜
市
社
協
）

に
も
ち
か
け
、本
年
1
月
に
多
文
化
交

流
に
関
す
る
検
討
会
を
本
民
児
協
を
含

む
三
者
で
実
施
し
、多
文
化
交
流
サ
ロ

ン「
ビ
バ 

な
が
は
ま
」（
以
下
、同
サ
ロ

ン
）を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
2
月
に
は
お
試
し
実
施
と
し
て

サ
ロ
ン
を
開
き
、そ
こ
に
神
照
地
区
に

住
む
40
～
70
代
の
ボ
リ
ビ
ア
や
ペ
ル
ー

国
籍
の
方
が
た
7
名
を
招
待
し
ま
し
た
。

7
名
の
方
が
た
に
は
、本
実
施
に
向
け

て
同
サ
ロ
ン
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実

施
し
た
い
か
と
い
っ
た
希
望
を
う
か

が
っ
た
り
、同
サ
ロ
ン
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

も
一
緒
に
考
え
る
な
ど
し
て
、一
緒
に

サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た（
ビ
バ
は
、ス
ペ
イ
ン
語
で「
万
歳
」

と
い
う
意
味
）。

多
文
化
交
流
サ
ロ
ン
の
開
催
頻
度
、

企
画
の
検
討
や
役
割
分
担
等

　
本
年
4
月
に
、日
本
伝
統
の
風
物
詩

で
あ
る「
花
見
」を
テ
ー
マ
と
し
た
第

1
回
の
サ
ロ
ン
を
開
催
し
、そ
れ
ぞ
れ

の
参
加
者
の
国
の
料
理
を
持
ち
寄
る
な

ど
し
ま
し
た
。
第
2
回
は
、本
年
7
月

に
開
催
し
、「
縁
日
」を
テ
ー
マ
と
し
ま

は
じ
め
に

　
滋
賀
県
の
東
北
部
に
位
置
す
る
長
浜

市
は
、琵
琶
湖
を
含
め
た
市
域
面
積
が

県
内
2
位（
陸
地
の
み
の
面
積
は
県
内

1
位
）を
誇
り
ま
す
。
人
口
は
11
万
2

7
4
5
人
、世
帯
数
は
4
万
7
7
8
8

世
帯
で
す（
令
和
6
年
9
月
1
日
現
在
）。

　
な
お
、長
浜
市
は
15
地
区
で
構
成
さ

れ
、そ
の
う
ち
、神
照
地
区
の
人
口
は

2
万
人
弱
と
市
内
で
最
も
多
い
地
区
で

す
。

在
留
外
国
人
の
状
況
や
生
活
課
題
等

　
神
照
地
区
の
在
留
外
国
人
数
は
、現

在
、約
1
2
0
0
人
で
、国
籍
は
、人
数

が
多
い
順
に
、ブ
ラ
ジ
ル
、ベ
ト
ナ
ム
、

中
国
・
台
湾
…
と
い
う
状
況
で
す
。

　
生
活
課
題
や
困
り
ご
と
は
、「
ゴ
ミ

出
し
・
分
別
ル
ー
ル
の
わ
か
り
に
く

さ
」「
子
ど
も
の
教
育（
と
く
に
、中
学

校
か
ら
高
等
学
校
へ
の
進
学
）に
関
す

る
情
報
が
少
な
い
」「
定
住
・
永
住
化
に

伴
う
在
留
外
国
人
等
の
高
齢
化（
介
護

保
険
等
の
制
度
の
わ
か
り
に
く
さ
）」

「
病
院
で
の
手
続
き
等（
専
門
的
用
語
・

診
断
）の
わ
か
り
に
く
さ
」が
多
く
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
長
浜
市
神
照
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会（
以
下
、本
民
児
協
）と
し
て

は
、在
留
外
国
人
の
う
ち
、と
く
に
ス

ペ
イ
ン
語
圏
の
ボ
リ
ビ
ア
や
ペ
ル
ー
国

籍
の
方
が
た
と
交
流
し
て
お
り
、前
述

の
よ
う
な
生
活
課
題
や
困
り
ご
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

多
文
化
交
流
サ
ロ
ン

「
ビ
バ 

な
が
は
ま
」の
実
施
経
緯

　
こ
れ
ま
で
在
留
外
国
人
や
外
国
に

ル
ー
ツ
を
も
つ
方
が
た
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
は
、と

く
に
、長
浜
市
民
国
際
交
流
協
会
が
中

心
に
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
民
児
協
と
し
て
は
、在
留
外
国
人

等
と
日
本
人
が
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
無
い
こ
と
や
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

多
文
化
交
流
サ
ロ
ン
を
通
じ
た 

地
域
で
の
見
守
り滋

賀
県 

長
浜
市
神
照
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

第1回のサロン（花見）の様子
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か
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、た
と
え
ば
、

民
生
委
員
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
ぐ
等
の
対
応
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
等
に
寄
り
添

う
に
は
、よ
り
身
近
な
単
位
で
の
開
催

を
と
お
し
た
信
頼
関
係
の
構
築
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、長
浜
市
で
は
、毎
月
、外
国
籍

の
方
が
た
の
転
入
・
転
出
情
報
や
出
産

情
報
な
ど
を
民
生
委
員
に
提
供
し
て
も

ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、そ
こ
か
ら

同
サ
ロ
ン
の
紹
介
に
つ
な
げ
た
り
、日
本

で
の
生
活
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
生
じ

る
課
題
等
の
キ
ャ
ッ
チ
や
孤
立
の
防
止

が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、現
在
は
ボ
リ
ビ
ア
や
ペ

ル
ー
国
籍
の
方
が
た
と
の
関
わ
り
が
多

い
で
す
が
、そ
の
他
の
外
国
籍
の
方
が

た
と
の
交
流
も
増
や
し
、信
頼
関
係
の

構
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

し
た
。
な
お
、本
年
10
月
に
第
3
回
を

開
催
予
定
で
す（
同
原
稿
執
筆
時
点
）。

今
後
、参
加
す
る
在
留
外
国
人
の
方
が

た
の
希
望
等
に
沿
い
つ
つ
、現
状
は
3

か
月
に
1
回
の
頻
度
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、同
サ
ロ
ン
の
企
画
等
は
事
前

に
長
浜
市
民
国
際
交
流
協
会
、長
浜
市

社
協
、本
民
児
協
の
三
者
で
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、テ
ー
マ
や
内
容
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、参
加
者
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、長
浜
市
民
国
際
交
流
協
会
が
中
心

と
な
り
、日
本
語
版
と
ス
ペ
イ
ン
語
版

の
チ
ラ
シ
を
住
民
に
配
布
し
て
参
加
を

促
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
へ
の
生
活
課
題
や
ニ
ー
ズ
等
の

キ
ャ
ッ
チ
に
向
け
て（
今
後
の
展
開
）

　
神
照
地
区
は
広
い
地
域
の
た
め
、た

と
え
ば
、自
治
会
単
位
な
ど
の
小
さ
な

単
位
で
開
催
で
き
る
と
、よ
り
身
近
な

関
係
性
が
築
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
実
際
、参
加
さ
れ
た
外
国
籍
の
高
齢

者
の
家
族
か
ら
は
、介
護
保
険
や
医
療

保
険
な
ど
の
理
解
が
十
分
で
な
い
た
め
、

日
本
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
ケ
ア
を
し
て
あ
げ
た
ら
良
い

『ひろば』を活用して、
単位民児協の定例会な
どで民生委員・児童委
員としての学びを深め
ましょう。

❶	地域の在留外国
人等の状況や課
題等を共有して
みましょう。

定例会で
話しあってみよう

❷	関係機関や専門
団体と協力・連
携を行い、孤立
させない地域づ
くりや、有効な
コミュニケー
ション方法等に
ついて考えてみ
ましょう。

琵
琶
湖京都府

愛知県

長浜市
神照地区

滋賀県

特集 在留外国人や外国にルーツをもつ方がたを地域で支えるために

　長浜市神照地区は、定住
化・永住化する外国籍の方
がたが多いため、乳幼児か
ら高齢者まで日本人と同様
に人びとのライフサイクル
にあった生活上の課題等が
発生すると思います。この
解決には、その地域特有の
事情等に応じた対応も必要
になる場合がありますので、
やはりできる限り身近な生
活単位で寄り添う視点が求
められます。そのなかで、
とくに、地域の生活者とし
ての視点をもち、身近な地

域の相談役として存在する
民生委員の関わりがこれま
で以上に求められていると
考えています。
　そのうえで、今回のサロ
ンなどの「場」をつくり、そ
の輪を広げることが重要な
ポイントです。
　この「場」を通じ、顔を合
わせた継続的な関わりがで
きることで、安心感と信頼
関係をつくります。そこか
ら生活課題等の相談にもつ
ながり、それが日本での安
心した生活、いわゆる「心
の壁」を超えることにもつ
ながると感じています。

　
事
例
①
の
コ
メ
ン
ト
で
も
ふ
れ
た
3
つ

の
壁
の
ひ
と
つ
に「
法
律
・
制
度
の
壁
」が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
民
生
委
員
の
皆
さ
ん

に
ぜ
ひ
覚
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、「
在

留
資
格
」と
い
う
点
で
す
。在
留
資
格
は
、

命
の
次
に
大
事
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。在

留
資
格
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、受
け
ら
れ

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
に

制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
、在
留
外
国

人
へ
の「
関
わ
り
方
」や「
支
援
の
つ
な
ぎ

方
」に
違
い
が
出
て
く
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、外
国
人
支
援
等
を
詳
し
く
相

談
で
き
る
都
道
府
県
や
自
治
体
の
外
国
人

相
談
セ
ン
タ
ー
の
協
力
・
連
携
を
得
て
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。民
生
委
員

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、行
政
・
社
協
で

も
わ
か
ら
な
い
、そ
の
よ
う
な
と
き
に
心

強
い
と
思
い
ま
す
。

◆�専門家（新居 氏）からの 
コメント

◆�

専
門
家（
新
居 

氏
）か
ら
の

ま
と
め
コ
メ
ン
ト

ここが活動の

今
後
の

活
動
促
進
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス

ポイント!
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勝
山
市
南
部
地
区
民
児
協
の
概
要

福
井
県
の
東
北
部
に
位
置
す
る
勝
山
市

（
以
下
、本
市
）で
は
、85
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員（
以
下
、委
員
）（
う
ち
、主
任
児

童
委
員
８
人
）で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
、勝
山
市
南
部
地
区（
以
下
、本

地
区
）で
は
15
人
の
委
員（
う
ち
、主
任
児

童
委
員
２
人
）が
活
動
し
て
お
り
、本
市
・

本
地
区
と
も
に
充
足
率
は
１
０
０
％
で
す

（
令
和
６
年
９
月
末
現
在
）。

な
お
、本
地
区
は
３
つ
の
小
地
区（
※

集
落
の
イ
メ
ー
ジ
）に
わ
か
れ
て
お
り
、

と
く
に
、勝
山
市
南
部
地
区
民
児
協（
以
下
、

本
民
児
協
）全
体
と
し
て
の
定
例
会
は
年

６
回
、偶
数
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
奇

数
月
に
お
い
て
は
、３
つ
の
小
地
区
ご
と

に
定
例
会
を
実
施
し
、本
民
児
協
全
体
、

３
つ
の
小
地
区
に
お
け
る
委
員
の
出
席
率

は
と
も
に
１
０
０
％
で
す
。
よ
り
身
近
な

エ
リ
ア
の
な
か
で
委
員
同
士
が
支
え
合
い
、

悩
み
や
不
安
を
共
有
・
解
決
で
き
る
こ
と

を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

委
員
が
抱
え
る
活
動
上
の
具
体
的
な

悩
み
や
不
安
と
そ
の
解
消
に
向
け
て

前
述
の
３
つ
の
小
地
区
に
わ
か
れ
て
い

る
と
は
い
え
、た
と
え
ば
、１
人
で
２
つ

の
区
域
を
担
当
す
る
委
員
も
い
ま
す
。
と

く
に
新
任
委
員
に
お
い
て
は
、自
分
が
住

む
小
地
区
以
外
で
は
誰
が
そ
の
小
地
区
の

キ
ー
マ
ン
で
、ど
の
よ
う
に
相
談
し
な
が

ら
活
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
っ
た
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、ま
ず
は
そ
の
小
地
区
の

区
長
と
関
係
性
を
築
く
よ
う
に
と
い
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。地
域
で
活
動

を
行
う
な
か
で
区
長
か
ら
情
報
を
得
る
こ

と
は
多
く
、と
く
に
、見
守
り
対
象
の
住

民
が
抱
え
る
生
活
状
況
や
課
題
・
背
景
を

も
理
解
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、委
員
共
通
と
し
て
、活
動
記
録
の

記
入
に
関
す
る
悩
み
も
あ
り
ま
す
。
と
く

に
、細
か
な
活
動
や
事
例
に
対
す
る
記
入

（
解
釈
）の
仕
方
は
、ベ
テ
ラ
ン
の
委
員
で

も
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、ま
ず
は
講
習
会
を
開
き
、勝

山
市
民
児
協
の
会
長
に
共
通
的
な
記
入
方

法
等
を
学
び
ま
し
た
。個
別
具
体
的
な
記

入
方
法
に
つ
い
て
は
意
見
交
換
の
な
か
で

有
効
な
情
報
を
得
る
な
ど
し
、そ
の
お
か

げ
で
以
前
よ
り
も
各
委
員
が
ス
ム
ー
ズ
に

記
録
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、そ
れ
以
降
も
活
動
記
録
で
悩
ま
し

い
内
容
が
あ
れ
ば
定
例
会
の
場
や
委
員
間

で
助
言
し
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
に

向
け
た
定
例
会
の
工
夫

委
員
が
楽
し
く
や
り
が
い
を
も
っ
て
活

動
し
て
も
ら
う
に
は
、悩
み
や
不
安
を
で

き
る
だ
け
無
く
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も「
話
し
合
う
」こ
と

が
と
て
も
大
切
で
あ
り
、小
地
区
の
定
例

会
は
う
っ
て
つ
け
の
場
で
す
。

本
民
児
協
全
体
の
定
例
会
で
は
、組
織

的
な
対
応
や
内
容
等
の
協
議
、行
政
や
社

協
、勝
山
市
民
児
協
や
福
井
県
民
児
協
の

報
告
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
多
く
、な
か

な
か
委
員
個
人
の
悩
み
や
不
安
等
に
寄
り

添
う
場
面
が
作
り
に
く
い
た
め
、３
つ
の

小
地
区
ご
と
の
定
例
会
が
有
効
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、会
長
の
私
が
所
属
す
る
小
地

区
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
は
、ま

ず
は
私
自
身
の
活
動
上
の
悩
み
や
具
体
的

な
事
例
等
を
共
有
し
、そ
れ
に
対
し
て
各

委
員
か
ら
意
見
等
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
こ
に
は
主
任
児
童
委
員
も
い
ま

す
の
で
、高
齢
者
と
関
わ
る
う
え
で
の
課

題
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

を
支
え
る
た
め
の
知
見
等
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

会
長
が
自
ら
の
悩
み
等
を
共
有
す
る
の

は
少
し
恥
ず
か
し
い
気
も
し
ま
す
が
、こ

う
す
る
こ
と
で
委
員
同
士
の
話
し
合
い
や

す
さ
に
つ
な
が
っ
た
り
、こ
こ
で
話
し

合
っ
た
内
容
が
各
委
員
の
活
動
の
参
考
、

ひ
い
て
は
各
委
員
が
抱
え
る
悩
み
・
不
安

の
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、楽
し
く
や
り
が
い
を
も
っ
た

委
員
活
動
は
、委
員
の
活
動
継
続
・
定
着

に
も
つ
な
が
り
、そ
れ
が
、な
り
て
確
保

に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。今
後
も「
話
し
合
う
」こ
と
を
大
切

に
、委
員
間
で
支
え
合
う
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

な
り
て

第8回

実践事例紹介

に
向
け
た

と

　
取
り
組
み
を
考
え
る

定
着

確
保

楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
に
向
け
て

～
委
員
の
悩
み
や
困
り
ご
と
に
寄
り
添
う
定
例
会
の
工
夫
～

福
井
県 

勝
山
市
南
部
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長　
斎
藤 

美
穂
子
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全
国
の
福
祉
関
係
者
が
参
集
し
、

取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
を
共
有

令
和
６（
２
０
２
４
）年
10
月
８
日
、「
全

社
協
福
祉
懇
談
会
」（
以
下
、懇
談
会
）が

開
催
さ
れ
、全
民
児
連
理
事
を
含
め
全
国

全
社
協
福
祉
懇
談
会
と
は

全
国
の
福
祉
関
係
者（
社
会
福
祉

協
議
会
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
、社

会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
等
）や
関

係
国
会
議
員
及
び
関
係
省
庁
等
が
一

堂
に
会
し
、こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉

に
つ
い
て
幅
広
く
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、そ
の
思
い
を
一
つ
に
す

る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
1
1
0
周
年
を
3
年
後
に
控
え
、さ
ら

な
る
時
代
の
要
請
に
応
え
る
責
任
あ
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
意
気
込
み
を
述

べ
ま
し
た
。
一
方
で
、次
回
一
斉
改
選
を

来
年
に
控
え
、民
生
委
員
の
担
い
手
確
保

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
ふ
れ
、地

域
ぐ
る
み
で
の
候
補
者
選
考
に
向
け
て
地

方
自
治
体
が
主
体
的
か
つ
早
期
に
取
り
組

む
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
や
、委
員
活
動

の
負
担
軽
減
等
に
つ
い
て
の
支
援
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

全
民
児
連
か
ら
の
要
望

懇
談
会
の
参
加
者
に
は
、各
種
別
協
議

会
等
の
要
望
を
掲
載
し
た
資
料
が
配
付
さ

れ
て
お
り
、全
民
児
連
か
ら
は
、「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
な
り
て
確
保 

地
方
公

共
団
体
へ
の
働
き
か
け
と
活
動
環
境
整
備

に
つ
い
て
」と
題
し
た
要
望
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
要
望
の
内
容
は
、下
記
の
と
お

り
で
す
。

全
民
児
連
と
し
て
は
、引
き
続
き
、民
生

委
員
の
な
り
て
確
保
に
向
け
た
環
境
整
備

の
実
現
に
向
け
て
、国
お
よ
び
地
方
自
治

体
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

〔
要
望
の
内
容
〕

1
．�地
域
で
相
談
支
援
を
担
う
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
環
境
整
備

の
強
化

①�

な
り
て
確
保
の
働
き
か
け
と
広
報

の
強
化

②�

配
置
基
準
／
年
齢
要
件
／
活
動
費

の
見
直
し
等
、
地
方
自
治
体
の
適

切
な
運
用
に
向
け
た
周
知

③�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

④�

活
動
保
険
料
の
全
額
公
費
負
担
化

⑤�

研
修
強
化
支
援

⑥�

企
業
等
へ
の
働
き
か
け

2
．�こ
ど
も
・
子
育
て
施
策
に
お
け
る

児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
の
活
動

環
境
の
整
備
と
役
割
の
明
確
化

全民児連

NEWS

の
福
祉
関
係
者
と
と
も
に
国
会
議
員
、中

央
省
庁
の
幹
部
等
、約
２
７
０
名
が
一
堂

に
会
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
冒
頭
、全
社
協
の
村
木
厚

子
会
長
の
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、村
木
会

長
か
ら
は
、人
々
の
抱
え
る
生
活
課
題
や

ニ
ー
ズ
が
複
合
化
す
る
な
か
、声
を
上
げ

に
く
い
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

全
社
協
に
よ
る
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０

に
基
づ
き
、地
域
に
必
要
な
支
援
の
創
造

に
取
り
組
む
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、来
賓
挨
拶
、来
賓
紹
介
と
続
き
、

代
表
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。代
表
発
言
の

一
人
と
し
て
演
台
に
立
っ
た
全
民
児
連
の

得
能
金
市
会
長
か
ら
は
、全
国
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
代
表
す
る
立
場
か
ら
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
各
地
で

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、制
度
創

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
て
確
保

地
方
公
共
団
体
へ
の
働
き
か
け
と

活
動
環
境
整
備
に
つ
い
て
」

要
望
を
実
施（
全
社
協
福
祉
懇
談
会
）

同会で要望する全民児連 得能金市会長
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お知らせ

知っておきたいハラスメント

民
鏡

高
橋
　
君
枝

千
葉
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
本
誌
編
集
委
員

▼
１
年
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。
今
年
を

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、元
日
に
お
き
た
能
登

半
島
地
震
、翌
日
に
は
羽
田
空
港
で
の
飛
行
機

事
故
な
ど
、お
正
月
か
ら
び
っ
く
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
と
９
月
の
豪
雨
か

ら
未
だ
復
興
が
ま
ま
な
ら
ず
、仮
設
住
宅
に
入

れ
な
い
方
も
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
▼
台
風
や
線
状
降
水

帯
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
が
各
地
で
あ
り
、

自
然
災
害
の
怖
さ
を
改
め
て
身
に
し
み
た
と
こ

ろ
で
す
▼
８
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
か
れ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

選
手
の
皆
さ
ん
が
白
熱
を
広
げ
た
く
さ
ん
の

メ
ダ
ル
を
と
り
、私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
▼
さ
て
、令
和
４
年
の
一
斉
改
選
か
ら

三
年
が
た
ち
、来
年
は
改
選
の
年
に
な
り
ま
す

▼
習
志
野
市
で
は
、欠
員
の
な
い
よ
う
準
備
を

始
め
て
お
り
、民
生
委
員
、主
任
児
童
委
員
の
役

割
や
活
動
内
容
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、市
内
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。
前
回
の

一
斉
改
選
で
新
任
者
の
約
３
割
が
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
見
て
民
生
委
員
に
な
り
、現
在
活
動
し
て

い
ま
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
通
し
て
、民

生
委
員
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

気をつけたい障がい者へのハラスメント

障がい者の状況
令和 5 年「障害者白書」によると、

全国の障がい者数は、身体障がい者
436 万人、知的障がい者 109 万 4 千
人、精神障がい者 614 万 8 千人で、
合計 1,169 万 2 千人です（複数障がい
ダブルカウント）。国民のおよそ 9.2％、 

「11人に1人」という割合で何らかの
障がいを有していることになります。
就業者は 64 万 3 千人で、大多数が自
宅内で生活しており、一定数が医療機
関や介護施設などに入所中です。
最も厳しいハラスメントが「虐待」

障がい者に対する最大のハラスメン
トは「虐待」です。令和 4 年度の「障
がい者虐待の状況（厚労省調べ）」に
よると、被害に遭った場所として、職
場において 761 名、福祉施設におい
て 1,352 名、家庭において 2,130 名
です。家族など養護者による被害が多
いという実態は、民生委員・児童委員
として留意すべきことでしょう。

人権とハラスメントの間に
人は皆、温かい心とお互いの人権を

尊重し平穏に暮らしたいと願っていま
す。家族として、互いに支え合ってい
ます。それが、なぜ、ハラスメントを
犯す事態になるのでしょうか？
ハラスメントの小さな芽

私たちはみんな、多様な「価値観」
と「こだわり」も持っています。人権
の視点から問題となってくるのが、「偏
見」や「固定観念」です。「ハラスメ
ントの芽」となるからです。芽は徐々
に深まって、根も葉も肥大化して「虐
待」という行為につながるのです。
無意識の「偏見と固定観念」

ハラスメントの芽は、もともと当人
に悪意はないので、気づかないのです。
自分が相手の立場と入れ替わったと仮
定すると、「ハッ」として気づきます。
次の「事例」から当事者の気持ちと願
いを受け止めましょう。

《事例》～障がいのある人の声～

・�障がいは本人の責任ではない
・�介助者がいても、本人に話しかけて
・�障がいは誰にでも起こり得るもの
・�特別な目、同情、軽蔑は耐え難い
・�「頑張っている」と美化しないで
・�可哀想と思う風潮を改めて
・�重度でも生き甲斐や役割を持てる
・�施設の中だけに囲い込まないで
・�障がいがあっても普通の生活を

送りたい
・�私を一人の人間として見て

※「障害のある当事者からのメッセージ（知って
ほしいこと）」の集計結果（内閣府）

（https://www8.cao.go.jp/shougai/
kou-kei/toujisha/siryo06.html）
を加工して作成

●�無意識のレッテル貼りは「ハラスメ
ント」です。

●�障がいのある人もない人も自由に考
え生きられる地域社会をめざして。

東京都福祉人材センター 登録派遣講師　小嶋 洋昭 氏

令和６年12月1日より、民生委員・児童委員PR
グッズ「新任候補者向け説明用パンフレット」を

「新任候補者向け説明用チラシ」にリニューアル
しました。活動内容と魅力を広く一般に知ってい
ただくために、ぜひご活用ください。
【注文用紙掲載場所】全民児連トップページ▶
児童委員・民生委員／民児協関係者専用ページ
▶7.民生委員・児童委員PRグッズ

全国民生委員児童委員連合会のホームページ	 全民児連  で検索
全国民生委員互助共励事業のホームページ	 互助共励  で検索

☆	民生委員・児童委員専用ページ
をご覧いただくためには、次の
パスワードを入力してください。

パスワード　20131201
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ご活用ください
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